　「Lord Jornibret's Last Dance(Traditional)」訳本

　「Jornibret卿の最後のダンス（伝承に基づく）」

　著者：不明

　女たちの韻詩Ⅰ

　（本当に極めて厄介である）

　この戦あの戦という

その理由を除いた

　どの冬の季節にも

　Rimmen女王と夫君は

　家臣を集めて宴席を希望する。

　各々の在らゆる舞踏会の席で

　広間の主役たる御仁は
　GaerのOgin Jornibret卿

　在らゆる麗しい乙女にとっての災の種。

　女たちの畳句
　ああ、愛らしい淑女たち、用心なさい。

　選り抜き愛らしい、愛らしい淑女たち、注意なさい。
　彼は飛び切り見目うるわしいけれど、

　勇気を振るい彼の麗しい手を取れば、

小さな厄介な魔法を仕掛けられるでしょう

そして、貴女にとって、彼との最初のダンスは、彼との最後のダンスになるでしょう。

　男たちの韻詩Ⅰ

　この社交界の行事に
　足を運ぶ者は誰しも

　会釈と立場と
　どんなダンスのステップも心得ている。

　Rimmen女王と夫君が
　トランペットの騒がしい応酬を命じて、

　浮かれた人々が場に居合わせる時には、

そう、優柔不断は在り得ないのである。
　女たちだけの最初のダンスは

　Jornibret卿みたいな男たちを除いたもの。

　男たちの畳句
　ああ、親愛なる殿方たち、説明ねがいたい。

　兄弟たち、これを明らかにするよう助けて欲しい。
　すなわち

　その男は何年にも亘って

　最後の曲が鳴り響く前に

麗しい乙女たちを涙の内に置いてきたということを。
　そして、彼女にとって、彼との最初のダンスは、彼との最後のダンスになるだろう。

　女たちの韻詩Ⅱ
　GaerのOgin Jornibret卿は
　淑女たちが旋律に合わせて踊るのを見やり、
その内でも飛び切り美々しい者を見つめた。

熊の皮で作った兜を被った男が言った、
「Rimmen女王と夫君は

実に素晴らしい娯楽を催されました。

どの麗しい淑女が、お気に召しましたかな？」

　Jornibret卿は指さして、「彼女です。
　御覧なさい、あの胸が揺れ回るのを。
　私が愛し去る〔love and leave〕のには、打ってつけです」
　女たちの復誦

　男たちの韻詩Ⅱ

　その熊のマスクを被った男は

Gaer卿の下を立ち去った、

淑女たちのダンスが終わる前に。

それから、トランペットが鳴り響き、

　Rimmen女王と夫君が

　男たちが中庭に来るよう求めていることを予告した。

　偉ぶって、残る皆の傍を通り過ぎ

　Oginは、揺れ回る胸を具える彼女の下に近づいた。

　雪のように純白なる新しい乙女のために、

彼女は捨てられ、悲しみの人生を残された。
　男たちの復誦

　女たちの韻詩Ⅲ

　楽団の最初の旋律に際して、

　その麗人〔新しい乙女〕がOginの手を取った。

　Rimmen女王と夫君の

　婚姻にまつわる曲に合わせて踊りながら

彼女は彼の堂々たる身のこなしを褒めた。

優雅に、倒れずに手足をバタつかせずに、
皮と革で作った華麗なる鎧を着込みつつ、

振る舞うことは、実に難しい。

一度の綻びも見せない、

とりわけ甘やかな夢のように軽やかなダンス。
　女たちの復誦

　男たちの韻詩Ⅲ
　リズムは高まり低まり

男らしい優美とシンコペーション〔※１〕に於いて

踊り手の誰も敵わず

Jornibret卿は
Rimmen女王と夫君からの

　一層の賞賛を集めた。
　美々しい船が港に進み入るように
　革の重みを感じさせないほどに、彼は静かに身を滑らせた。

　彼女は無邪気に言った、「齢を重ねてきましたが、
　革鎧を着込んだまま、これほど優雅に振る舞う方は見たこと御座いません」
　自分が彼女を傷つけねばならないことに、彼は哀れみを覚えた。
　男たちの復誦

　女たちの韻詩Ⅳ

　曲目の鼓動は激しくなって

　彼の好奇心は強まり始めた
　その乙女を何処で突き放すかと。
　「夫君とRimmen女王によって

この〔男女混交の〕ダンスが望まれる以前には

貴女が女性と踊るのを見たこと無かった」
　「ダンスを踊ろうとして、私のドレスは裂けてしまいました」

　彼女は微笑んで男のような低い声音で言った、

　「メイドたちが修理のため急いで働いている間、

　私は一式の革鎧と熊の兜を身に付けていました」
　女たちの復誦
　訳注

　原文は見事に韻を踏んでいるため、是非とも一読してみて欲しい。

　※１　リズムの強弱を交換する舞踏方法。
